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酸化作用をもつ植物による歯のステイン除去 
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要旨 

本研究では、植物由来成分による歯の着色ステイン除去効果を調べた。ウシの歯をコーヒーに約 60 日間浸

漬し、着色したヒトの歯モデルを作成した。その後、酸化作用が強いとされるニンニク、パパイヤ、ティ

ーツリーオイルを歯モデルに塗布し、1 週間静置した。試料除去後、Color Meteor アプリを用いて歯の色

を数値化し比較した。その結果、ニンニクを用いた歯が最も色が薄く、次いでパパイヤ、ティーツリーオ

イルの順であった。これは酸化作用の強さの違いによるものと考えられ、酸化作用が強いほどステインが

分解されやすいことが示唆された。 
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Ｉ. はじめに 

 

歯の表面に付着する「ステイン」とは、紅茶のテ

アフラビンやコーヒーのタンニン、ワインのアン

トシアニン、カレーのクルクミンなどの色素成分

が歯の表層のペリクルやエナメル質に沈着するこ

とにより生じる外因性の着色汚れを指す。このよ

うなステインは歯磨きのみでは完全に除去するこ

とが難しく、審美性の低下や印象の悪化につなが

ることから、歯科的にも美容的にも除去の対象と

なっている。 

ステイン除去にはこれまでさまざまな方法が用い

られている。一般的なのが過酸化水素を活性成分

とするホワイトニング剤の使用である。過酸化水

素は高い酸化力を持ち、ステインを構成する有機

色素を分解・脱色する作用により歯を白く見せる

ことができる（Joiner, 2006）。 

従来のホワイトニングでは過酸化水素の酸化作用

が中心（Joiner, 2006）しかし、知覚過敏や歯質へ

のダメージなど副作用の報告も多くホワイトニン

グが不可能な人がいる（Hara et al., 2006）。そこ

で過酸化水素不使用の植物由来のホワイトニング

剤を作ることを目的とした。 

近年ではパパイン（Freitas et al., 2011）、アリシ

ン（Ankri & Mirelman, 1999）など、植物由来成

分によるタンパク質分解・抗菌作用が注目されて

いる。 

また、ティーツリー（Carson et al., 2006）、バジ

ル・シナモン（Kim & Lee, 2014）、柑橘類精油

（Soukoulis et al., 2004）なども口腔内における抗

菌・清掃作用が報告されている。一方で、これら

植物由来成分を、紅茶やコーヒーなどに起因する

外因性ステインに対して応用し、その除去効果を

定量的に評価した研究はきわめて限られている。

たとえば、Freitas et al.（2011）は小児の外因性

ステインに対するパパインジェルの有効性を示し

ているが、対象は乳歯であり、成分も単一であ

る。また、Pinheiro et al.（2021）はパパインや

ブロメラインの歯面清掃効果を検討しているが、

ステイン除去への応用は予備的な段階に留まって

いる。 

ティーツリー、シナモン、柑橘類は、抗菌・抗炎

症の文脈で一定の研究蓄積があるものの、それら

を単独あるいは組み合わせて、過酸化水素や光照

射を使用せずに外因性ステインの除去を試みた研

究は行われていない。しかしこれらの植物成分に

よる光・過酸化水素を用いない歯のステイン除去

に関する実験的検証は未だ少ない   

 

そのため、この実験を行うことで自然由来で副作

用が少なく安全かつ持続可能なホワイトニング法

の開発につながるのではないかと考える。 

             

II. 手法 

 

ウシの歯をコーヒーに 60 日ほど浸漬し、着色ステ

インが付着したヒトの歯のモデルを作成した。ニ

ンニク、パパイヤをペースト状にしたものとティ

ーツリーオイルの原液をそれぞれ 0.3g 用意し、ス
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テイン付着の歯のモデルに塗布し、1 週間静置した。

1 週間後、歯についた試料を取り除き Color Meteor

というアプリを利用して(R,B,G)の値を出し数値

を計算して色の濃さを数値化した 

 

III. 結果 

 

 

試料 コード 

× #C8B39D 

ニンニク  #BAA67B 

パパイヤ #AD9E7A 

ニンニク #A38C5E 

パパイヤ #A18761 

ティーツリー #A08861 

ティーツリー  #9D8661 

 

となり、これらを 3D のグラフに表すと以下のよう

になった。 

 

         

 

図１．歯の色のコードの散布図 

 

IV. 考察 

 

酸化作用の最も強いニンニクが 1 番歯のステイン

を分解して歯の色を薄くし、酸化作用が 1 番低い

ティーツリーはあまりステインを分解せず歯の色

が 1 番濃かった。酸化作用の強さによってステイ

ンの分解度合いが変わることが示唆された。 

 

 

V. 結論 

 

過酸化水素を使用することなく植物のみを使用し

て歯に付着したステインを分解できるということ

が今回の実験で分かった。 

今後アロエベラジェルなどのゼリー状の半固形製

剤のものを使用してよりヒトの口腔内で使うこと

ができるホワイトニング剤を作成する。 
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